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会 議 名 令和元年度第１回港区指定管理者選定委員会 

開 催 日 
令和元年７月２２日（月） 

午後３時３０分から５時３０分まで 

委 員 

〔出席者〕 

委員長：田中副区長  副委員長：浦田企画経営部長 

委員：大浦企画課長（区役所改革担当課長兼務）、荒川財政課長、湯川総務課長、 

吉田契約管財課長 

〔欠席者〕北本総務部長（副委員長） 

出席所管課長 

①山本学務課長 ②松田教育指導課長 ③遠井芝浦港南地区総合支所管理課長 

④西川保育・児童施設計画担当課長、後藤赤坂地区総合支所管理課長 

⑤加茂麻布地区総合支所管理課長 

事 務 局 企画担当（山田、老後係長） 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 議題 

（１）指定管理者の選定について 

 ①箱根ニコニコ高原学園 

 ②みなと科学館 

 ③伝統文化交流館 

 ④赤坂子ども中高生プラザ青山館 

 ⑤麻布子ども中高生プラザ 

 ３ 閉会 

配 布 資 料 

資料１  箱根ニコニコ高原学園 

資料２  みなと科学館 

資料３  伝統文化交流館 

資料４  赤坂子ども中高生プラザ青山館 

資料５  麻布子ども中高生プラザ 

※資料内容 

資料●   指定管理者候補者選定調書 

資料●－２ 指定管理者候補者選考委員会報告書 

資料●－３ 指定管理者応募者提案内容の比較表 

資料●－４ 職員配置表 

資料●－５ 選考委員会採点表 

資料●－６ 選考委員会議事録 

資料●－７ 指定管理者指定申請書（他、添付書類等） 

※資料４のみ 

資料●   指定管理者候補者選定調書 

資料●－２ 指定管理者指定申請に関する審査表 

資料●－３ 職員配置表 

資料●－４ 指定管理者指定申請書（他、添付書類等） 
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会議の結果及び主な発言 

 

 

 

 

教育指導課長 

 

委員長 

 

荒川委員 

 

教育指導課長 

 

 

 

 

 

浦田副委員長 

 

 

教育指導課長 

 

 

浦田副委員長 

 

 

湯川委員 

 

 

教育指導課 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯川委員 

１ 指定管理者の選定について 

①箱根ニコニコ高原学園 

 

②みなと科学館 

（所管課長から指定管理者候補者選定調書等の説明） 

 

説明は終わったので質疑に入る。 

 

初年度に修繕費が高いが、新規施設でいきなり修繕費が高いのはどういうことか。 

 

提案にあるシステムの導入経費が入っている。その内訳に整備費と修繕費があり、

整備費が約 1000 万円となっている。 

選考委員会では、費用対効果を疑問視する意見があり、所管課としても積極的に導

入すべきものではないと考えているので、今後、導入はしない方向で協議を進めて

いくように考えている。 

 

収支計画について、その他経費が全体の約 20％を占めているが、その妥当性はどう

のようにみているか。 

 

本社からのサポートに係る経費等が計上されており、金額については妥当と考えて

いる。 

 

これまでのケースから、20％は比較的高い方に入るように思うので、妥当性につい

ての説明はしっかりできるようにしてもらいたい。 

 

職員配置について、想定していた配置や類似の施設と比較してどのように評価され

たか。 

 

交代制を採ること、技術的にプラネタリウムに関しては緊急な対応の可能性がある

ことから、妥当と考えている。 

館長と施設長、施設長補佐を置いている点について、館長はいわゆるスーパーバイ

ザーというような立場で、施設長と施設長補佐が施設職員としてシフトに入るもの

と考えている。土日も含めてシフトを組むことを考えると、人数も妥当と考えてい

る。 

類似施設との比較については面積比から妥当性が高いと評価している。学校を受け

入れた際にも、安全を確保できる体制となっている。 

 

名誉館長の役割と人件費はどのくらいか。 
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教育指導課長 

 

 

 

 

 

 

大浦委員 

 

 

教育指導課長 

 

 

 

委員長 

 

教育指導課長 

 

委員長 

 

 

 

 

 

スーパーバイザーとして新たな企画を作る際の助言等が役割。非常勤ではあるが、

館長として多くの時間を施設にいてもらう予定。提案では、館長と施設長の２枚看

板として、対外的な交渉や広報活動を担ってもらうとしている。 

人件費は年間約 700 万円計上されている。 

館長と施設長では名称、危機管理上も最終的な責任者が分かりづらいため、対外的

に分かりやすい仕組みとしたいので、今後事業者と協議していく。 

 

天文関係についての時事的な事項に合わせたニーズにどのように対応していくの

か。 

 

名誉館長のポジションの職員や JXSA、国立天文台、これから協定の締結を予定して

いる自然科学研究機構等との連携を進めていくことで、情報を入手等できる体制を

構築していく。 

 

プラネタリウムの経費は、他の特別区と比較してどうか。 

 

開館時間の長短があったりするので一概には言えないが、高いとは言えない。 

 

他にはないか。 

提案内容に対する一定の方向性について、検討するように。 

選定結果については了承とする。 

 

 

③伝統文化交流館 

 

④赤坂子ども中高生プラザ青山館 

 

⑤麻布子ども中高生プラザ 

 


